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公益財団法人名勝依水園・寧楽美術館 

平成２７年度事業報告 

 

（１）公益目的事業の状況 

１．入園者数について 

庭園事業および美術館事業の最近３年間の入園者数および入園料売上は以下の表の通り

である。また「最近１０年間の入園者数」（（平成２２年度までは１月～１２月、以降は４

月～３月の集計）と「最近５年間の月毎入園者数」は図の通りである。 
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一般一般一般一般    

(@650,900)(@650,900)(@650,900)(@650,900)    

27,034 38,944 43,76943,76943,76943,769    120 120 120 120 ％％％％    

大学生大学生大学生大学生    

(@650,810)(@650,810)(@650,810)(@650,810)    

    2,8262,8262,8262,826                    

中・高生中・高生中・高生中・高生    

(@400,500)(@400,500)(@400,500)(@400,500)    

954 1,379 1,9381,9381,9381,938    141 141 141 141 ％％％％    

小学生小学生小学生小学生    

(@250,300)(@250,300)(@250,300)(@250,300)    

442 629 821821821821    131 131 131 131 ％％％％    

特別特別特別特別    

(@400,500)(@400,500)(@400,500)(@400,500)    

629 965 1,2321,2321,2321,232    128 128 128 128 ％％％％    

団体団体団体団体    

(@600,810)(@600,810)(@600,810)(@600,810)    

2,573 2,937 3,1373,1373,1373,137    107 107 107 107 ％％％％    

合計合計合計合計    31,632 44,884 53,72353,72353,72353,723    120 120 120 120 ％％％％    

外国人外国人外国人外国人    

（内数）（内数）（内数）（内数）    

12,152 19,589 26,23926,23926,23926,239    134 134 134 134 ％％％％    

入園料売上入園料売上入園料売上入園料売上    

（円）（円）（円）（円）    

19,937,070 33,084,425 45,331,05045,331,05045,331,05045,331,050    137 137 137 137 ％％％％    

    料金は左が H26/9 まで、右が H26/10 以降 
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（平成２２年度までは１月～１２月、以降は４月～３月の集計） 
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平成２７年度の合計入園者数は、５３，７２３人（前年度比１２０％）と４年連続増加

した。「最近１０年間の入園者数」からわかるとおり、日本人の増加は比較的ゆるやかであ

るが、外国人は前年度比１３４％と急激に増加しており、またこの急激な増加も４年間連

続である。また日本人と外国人の比率は、外国人の増加により、ほぼ５０％ずつとなった。 

（上期では外国人が上回っていたが、１１月に日本人が約５，８００人、入園し、外国人

をやや逆転した。） 

なお平成２７年４月から大学生向けの新料金を設定したので、平成２７年度の一般と大

学生の合計を前年度の一般と比較して、一般の対前年度比を算出した。 

入園料売上は、平成２６年１０月からの料金値上げ（一般６５０円を９００円等に）も

影響し、人数の増加割合以上の１３７％増となった。 

「最近５年間の月毎入園者数」を見ると、平成２７年度秋（１０，１１月）の伸びはや

や鈍化しており、今後は昨年度までのような入園者の大きな伸びは予想できない。 

 

２．美術館について 

１）展示について 

・美術館は、以下の企画展および特別陳列等を、実施した。 

１．企画展 

・平成２７年４月 １日（水）～平成２７年９月１３日（日） 

テーマ： 「江戸時代の書画とやきもの（Ⅰ）」 

特設コーナー 「中国の印章私印（Ⅰ）」 

戦後 70 年特別企画「戦災と文化財」 

    ・平成２７年１０月１日（木）～平成２８年３月９日（水） 

テーマ： 「江戸時代の書画とやきもの（Ⅱ）」 

特設コーナー 「中国の印章私印（Ⅱ）」 

２．特別陳列 

・平成２７年４月１日（水）～４月１４日（火） 

重要文化財 「亦復一楽帖」 第四図 「山居四月」 

田能村竹田（たのむらちくでん）筆 

・平成２７年１１月１日（日）～１１月１４日（土） 

重要文化財 「亦復一楽帖」 第五図 「秋晩樹老」 

田能村竹田（たのむらちくでん）筆 

３．依水園開園記念日特別展示 

・日時：平成２７年６月１日 

場所：依水園藤の間の庭側廊下 

展示内容：依水園の歴史、関わってきた人たちの写真のパネル 

４．特別公開「黄金茶碗」 



 4

・日時：平成２８年２月６日（土）～３月９日（水） 

    内容：平成２７年１０月から平成２８年３月まで放送された NHK 朝の連続テ

レビ小説「あさが来た」のドラマのモデルとなった大坂の両替商加島屋(広岡

家・現大同生命)に、長州藩主毛利敬親より下賜された「黄金茶碗」を特別に公

開。 

 

３．広報宣伝、営業企画活動について 

１）開園記念日の制定 

昭和３３年６月１日に依水園の一般公開が始まったのを記念して、平成２７年度よ

り６月１日を依水園開園記念日と制定し、この日は一般５００円（通常９００円）等

の割引料金を設定した。新聞、テレビ等のメディアでの紹介を通じて、近隣への認知

度向上を期待したものであり、その結果当日（月曜日）の入園者数は７５３人となり、

前後の月曜日の平均１４１人の５倍以上となった。また夕方のテレビのローカルニュ

ース等でも取り上げられ来年度以降の集客も期待できるイベントとなった 

２）プレスリリース 

２回の美術館企画展、依水園開園記念日、特別公開「黄金茶碗」に関してプレスリ

リースを実施した。 

３）企画展リーフレット作成 

２回の美術館企画展に関してリーフレット作成し市内観光案内所等に配布した。 

４）ホームページ 

平成２６年１０月に、英語対応、スマートフォン対応を目的としてホームページの

改定を行って以降アクセス数は大幅に増加しており、月ごとの訪問者数は以下のグラ

フの通りである。アクセスログから、昨年同様約５０カ国からのアクセスが確認でき

る。 

花だよりの更新は、平成２７年度は４１回（１２８枚の写真更新）行った 
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５）トリップアドバイザー（https://www.tripadvisor.jp） 

平成２７年６月に「トリップアドバイザー」の「エクセレンス認証 2015(Certificate 

of Excellence）」を受賞した。 

トリップアドバイザー（本社：米国マサチューセッツ州ニュートン）は、世界最

大の旅行サイト。「エクセレンス認証」は、世界中の施設の中で、旅行者からの口コ

ミで一貫して高く評価されている施設に与えられる賞。 

平成２８年５月２２日現在で、奈良の観光地内での依水園の順位は、東大寺、奈

良公園、唐招提寺、春日大社、東大寺二月堂、興福寺に次ぐ７位。（1 月以降に興福

寺に抜かれた）コメントでの評価は、２２３件中、とても良い１４５、良い５３，

普通２２，悪い３，とても悪い０，で平均４．５、コメントの言語は英語１２４，

日本語２０、イタリア語、中国語（繁）、中国語（簡）９、フランス語８，スペイン

語、ポルトガル語７，ロシア語５，ドイツ語、インドネシア語４，オランダ語２，

スウェーデン語１、）。 

６）「ジャーナル・オブ・ジャパニーズ・ガーデン」のランキング 

平成２８年１月発表の、米国の日本庭園専門誌「ジャーナル・オブ・ジャパニー

ズ・ガーデン」の２０１５年の国内日本庭園ランキングで、依水園は８位となり、

前年に引き続きベスト１０入りした。 

７）その他 

昨年に引き続き、第三回 珠光茶会 開催期間中の２月１１日（木・祝）から２月

１４日(日)まで、通常は非公開の清秀庵・氷心亭の茶室見学会を実施した（２，５０
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０円、解説および入園、入館、お抹茶お菓子付き）。 

 

４．補助金事業について 

 平成２７年度補助金事業（事業期間は平成２７年６月～平成２８年３月）（１９６０万円

（うち補助金１５６８万円、自己負担３９２万円））として、植栽、園路整備、給排水整備、

案内板設置を実施した。 

５．文化活動について 

１）「依水園文化講演会」 

第１５回 平成２７年１０月２４日 (土）「近世の奈良町と奈良奉行」      

講師 大宮 守友 氏 (一般財団法人 氷室文化興隆財団 代表理事)  

を開催した。 

２）庭園大研究会 

 当財団主催の事業として１１年目を迎えた、庭師育成の「庭園大研究会」は講師牧岡

一生氏（庭舎 MAKIOKA 代表）の講義、実習とお茶の実習による月例の講習会を約２０名

の受講者を対象に継続開催中である。 

 

 

（２）収益事業の状況 

収益事業のうち飲食事業の今期の売上は１１，９５１千円であり、昨年の９，１５

７千円の１３０％となり、入園者の前年度比１２０％以上に増加した。「鰻とろ御膳」の

売上が１３８．５％となったことの貢献が大きいが、抹茶や昨夏より開始したソフトク

リームを含む喫茶も入園者の増加比率以上に伸びている。 

平成２７年度の飲食事業の売上、費用、損益はそれぞれ以下の通りであった。 

収益（売上）１１，９５１千円（前年度 ９，１５７千円）前年度比 １３０％ 

費用     ９，３８５千円（前年度 ７，６１９千円）前園度比 １２３％ 

損益     ２，５６５千円（前年度 １，５３８千円）前年度比 １６６％ 
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（３）庶務事項 

１．組織・人員等 

  １）主要事項 

    なし 

  ２）人員（平成２８年３月３１日 現在） 

     理事     ６名（うち常勤１名） 

     監事     ２名（非常勤） 

     評議員    ６名（非常勤） 

     職員    １７名 

２．役員会 

１）理事会 

第１回理事会（平成２７年５月２６日 依水園会議室） 

      議題 ・平成２６年度事業報告および決算報告 

         ・評議員会の招集 

第２回理事会（平成２８年２月４日 依水園会議室） 

      議題 ・平成２７年度事業計画案および予算案 

         ・定款および報酬規定の変更 

・運用財産の運用変更 

・評議員会の招集 

２）評議員会 

定時評議員会（平成２７年６月１６日 依水園会議室） 

     議題 ・平成２６年度決算報告 

          

    臨時評議員会（平成２８年３月１日 依水園会議室） 

     議題 ・定款および報酬規定の変更 

                              以上 


